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1. まえがき
私どもは昭和 23年乃至 28年度の学生が提出した解剖学笑習の報告の中から外頚動脈 (A. 
carotis. externa)に関する記載の次に掲げる諸項に関する部分を整理してみた。以下その結
果を報告する。 
A. 外頚動脈が総頚動脈 (A.carotis communis)から分岐する高さ O 
B. 外頚動脈の分岐状態。 
C. 外頚動脈の頚二腹筋及び茎突舌骨筋に対する位置の関係。 
D. 外頚動脈各校の走行異常。
材料は上述期間中に実習に用いられた 20才乃至 80才の本邦成人屍体 77(合 61，♀ 16)で
ある。 
II. 所見と考察 
A. 外頚動脈がi総額動脈から分岐する高さ。
これを男性 116側，女性 32棋1]，計 148側につし、て
頚椎の番号で示すと第 1椎問円板から第5裏目椎まで
の範囲で， 第37'1至第4頚椎が大多数 (69.5%)を 
占め，平均の高さは，第3椎間円板の中央よりやや 
上方に当る。〈第1表参照) 
この結果は足立氏の邦人，宮下氏の中国人につし、 
ての報告よりはやや商¥， '.0次にこの平均の高さには
性的にも側的にも共に有意差は認められなし、が，各
個体では左布同高が47.3%，左右いずれかー側の高 
{立がほぼ同率である。(第2表参照〉
また左右の分岐する高さの相関関係は標準偏差右
0.77，左0.83;相関係数 0.79でI1慎相関を示す。 く第
3表参照〉
B.外頚動脈の分岐状態
周知のように外頚動脈は正常には次の 9校を有す
る。
く1)上甲状腺動脈 (A.thyreoidea cranialis) 
(2)舌動脈 (A.lingualis) 
(3)顔商動脈 (A.facialis) 
(4)後頭動脈 (A.occipjtalis) 

く5)耳介後動脈 (A.retroauricularis) 

(6)上行P困頭動脈 (A.pharyngica ascendens) 
(7)胸鎖乳突宣言]脈 (A.sternocle idomastoidea) 
(8)浅側頭動脈 (A.temporalis superficialis) 
(9)顎動脈 (A.maxi1aris) 
それで，まずこれらの枝の生じ方，生ずる順序f
更にこれらの異常等を調べてみたの
1) 枝の生じ方。〈第 4表参照〉
前監から生ずる上甲状腺，舌及び顔面の 3動脈で
、はし、ずれも単独に生ずるのが最も多く	 (84.0%)，、そ 
の場合上甲状腺動脈は総頚動脈叉はその分岐部から 
生ずるもの 37.5%にも及び，舌動脈の総頚動脈から
生ずる場合も1.4%を示すが，顔面動脈は常に外頚
動脈のみから起る。次に共通な起始の例として甲状
腺舌動脈幹及び舌顔面動脈幹がそれぞれ1.4%及び
14.6%で，いずれも外頚動脈から生じて居たが，極
1 
V 
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第 1表 外頚動脈が総頚動脈から
分岐する高さ
|女 右左合計
霊及び歌骨書香号 計計 (%)右|左|計|右|左|計
1 1 1 1 (0.7) 工' 
E 17 5 1 2 8 5 13 (8.8) 
ち3 41 -7 2 2 9 (6.1) II' 6 
，:m 7 41 11 15 18 33 22 22 44 (29.7) 
2 4 611 7 1 8 13 11 24 (16.2) :m' 
百 15 12 27 4 4 8 35 (23.6) 19 16 
3・ 7百' 2 6 8 1 1 2 10 (6.8) 
65 5 1 0 6 12 (8.1) 1 1 2 
計|判叫叫6116j 32j 74174.j 凶 
II---Y， I'~IV' はそれぞれ頚椎及び椎間
円板の番号を示す。
数字は側数。
第 2表 両側の総頚動脈の分岐位置の比較
(数字は例数〉
木例〈鈴木一上原) 1邦人|中国人
買 l女 | 計 |モ足立)I(宮下〉(%)'1 (%) (%) I (%) 1(%) 
左右同高
右側高位
計
「|171312(
以 I(29.3) I(18.8) I(27. 
第 3表 外頚動脈の分岐する高さの両側の

相互関係
 
計FgHtiE，|E|E'lE耳，[vI
1 
11左側工' 
E 5 

II' 

4 1 
61 14 
22 
3 
1 23 u 5:m' 
2 115 1:m' 
1 9 1 164 1lV 
2' 11 3 71V' 
63 3V 
計 18 1 31 221 13119 1 31 61 74 
II.-.Y，工'.-.IV'はそれぞれ頚椎及び椎間

円板の番号を示し，数字は例数をあらわす。

めて稀とされる甲状腺舌顔面動脈幹は遂に 1例も見
られなかった。
後壁から生ずる後頭動脈及び耳介後動脈の中前者
の 144側中 1側が総頚動脈分岐部から起るのみで，
他は前者も後者もすべて外頚動脈から単独に生ず
る。共通幹として後頭耳介後動脈幹は 8側見られi
耳介後動脈が外頚動脈の終枝の一つの顎動脈よりお
くれて，浅側頭動脈と合して耳介後側頭動脈幹をつ
くるのが4側あった。
終枝の浅側頭動脈と顎動脈とは前者が上述のよう
に耳介後側頭動脈幹を形成していた例の外には，と
もに常に単独にのみ生じ顔面動脈から起る例等は見
られなかった。
第4表 外頚動脈の枝の起始状態 (2終枝及び起始不定の 21交を除く〉
表中の数字は側数を示す。く%) 
lFZL|2hE →て(1.4)1. (1.4) 共面 21 21 
て (14.6) ;(14.6) 
通 J甲脈状幹腺舌と顔し面て 2 23 21 (1.4) (16.0) く14.6) 
幹 動後脈頭幹耳と介し後て
耳動脈介幹後と側し頭て
t 
欠ける場合 J J j2 (1.4) 
(5.6) 1 I (8.3) 
~空〉 三笠:)1・ 
(2.8) 
0 ・
第 5号 千葉医学会雑誌 -631-
第 5表 上行咽頭動脈の起り方 

数字は側数，者 Quainの重複の数字は上行口蓋動脈の重複の側数をも含む。 
ー
鈴木ー上原(142側〉 足ー立(126側〉 Quain 
二二¥竺|単単一|重引話 重複刊誌;)lti独
6 1 112 脈一脈一脈一ーと'「動一動一動一産車一品冒頭一面 頭外一顔 後 舌動ト晶一トり り り 面り一
105 2 2 3 8持 
4 1 1 
17 1 26 3 19 
jh
一ト
4
一回ー、一
-3~1 

起始不定の 2枝の中，上行咽頭動脈は 2木以上の
こと，また上行口蓋動脈と共通幹を作るなど，種々
の状態が見られる。(第5表参照〉
単独で、起るのは足立氏の報告より多く，そのうち
直接外頚動脈叉は総頚動脈分肢角から生ずず、るのが
142側中 116側(内 2保倒側1]は重a複〉を占める。 殆んど
内恨側1から出て上昇するが，両側とも前E壁童に生じて後
面にまわる例も見られる。足立氏によれば邦人では
後頭動脈から生ずる場合が多いと去うが，私どもの
場合は却って Quain氏が英人で見たのに近い結果
を示している。また明かに内頚動脈から生ずるのが
僅に 2側で，これに反して顔面動脈から生ずるのが 
4側あった。 
胸鎖乳突筋動脈の起始に関する記載は一般に棒め 
.' 
で少し、。仁第6表参照)
私どもの場合では外頚動脈の後壁から単独に生ず
第 6表 胸鎖乳突筋動脈の起始
数字は側数を示す。
起始|右|左|計
一ーー マ一一一一 1一一一一寸。総頚動脈分l岐部 より 1 1 (0.8%) 
外 よ り 37 38 75(63.0%) 
後 よ り 19 17 36(30.3%) 
耳介
後頭耳
甲状腺
より 
幹より 
より 
3 
1 
1 
2。。 
5 (4.2%) 
1 (0.8%) 
1 (0.8%) 
1寸
 
るのが最も多く (63.0%)後頭部J脈の枝として (30.3
%)叉は耳介後動脈の枝としての場合 (4.2%)がこ
れに次ぐ。また唯 1例甲状腺舌動脈幹即ち外頚動脈
の前壁に生ずる2脈の校として見られた。なおこの窃動苦訪j
起始不定の両動脈は上述のようにともに後頭動脈の 
でで、は-上と行R 郵動事功j .咽因頭頭'動脈は?常古に胸鎖乳突筋E脈に先つて生生 
じてしい、た。く5例中 5pjの。
次に上述の 9枝中起始の不定な上行咽頭動脈及ひ事
胸鎖乳突筋動脈をl除く 7校の起る状態を基礎とじて
各個体の所見を分類してみた。即ち先ず前壁からの
3枝，上甲状腺，舌及び顔面の各動脈について 
1)各動脈し、ずれも独立する。

IT)甲状腺舌動脈幹をなす。

1II)舌顔面動脈幹をなす。

百〉甲状腺舌顔面動脈幹をなす。
 
の4つの場合を区別し，次に同様に後壁からの 2枝
即ち後頭及び耳介後両動脈に注目して 
a)各動脈がし、ずれも独立する。
、b)後頭耳介後動脈幹をなす。 
c)耳介後側頭動脈幹をなす。
の3つの場合を考える。この様にすると工~買の各
について a""'"cの各がそれぞれ認められるから 12
の場合が成立し得るが，私どもの例では Ia，Ib， 
1c，lla，lIa，lIb? 1ITcだけ存在し，他は認められ
なかった。 その頻度は 1a (76.4%)>1ITa (13.9%) 
> Ib (4.8%)>Ic=lla=illc(1.4%)>1ITbCO.7%) 
8特1 1 10 1 2 113 3 l 
計 噌 ' ム噌司 'RUqL F D  n u dEA
となり各枝単独の場合が最も多い。(第 7表参照〉
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第 7表 外頚動脈の 5動脈の枝分れの型と枝の出る順序との関係 
J 
e 一一一一~枝分れの翠
枝の出る)1贋序----- Ia Ic JIa lIa lIc 計 
TJL/FloJR右 l左 l右|左 l右|左|右|左|右!左|右1左|右|左 
1 2 3 4 51 20 21 3 3 1 7 6 1 1 1 1 -64 (44.5%) 
1 2 一 4 5 1 1 2 (1.4%) 
1 2 3 3 5 6 5 1 2 14 (9.6%) 
1 2 4 3 5 24 20 1 1 2 2 50 
1 2 5 3 4 4 g 7 
1 2 3 2 5 1 1 2 64 
1 3 4 2 5 2 1 3.{(44.5%) 
1 4 5 2 3 1 1 
2 3 4 1 5 1 1 
計 110 7 2 2 20 1 2 144 
1(76.4%)1 (4.8%)1 (1.4%)1 (1.4%)1 (13.9%)1 (0.7%) (1.4%) 
T…止甲状腺動脈 L…舌動脈 F…顔面動脈 0…後頭動脈 R..耳介後動脈 
慎序を近側から遠側へ算えた番号で，同一番号の重複する)1枝の出る順序の欄の数字は出る
のは岡高→は動脈の欠けていることを示す。
数字は側数を示す。 
第 8表 上甲状腺動脈が総頚動脈から
2) 枝の生ずる順序。 起る場合
更に上述の起始不定の 2動脈と終枝である 2動脈
を除き，上甲状腺，舌， 顔面，後頭及び耳介後の 5 抗措 1. ~oo副 Quain (292側〉
慎序を)1に{)i.動脈の外車自動脈からの起始を近杭から遠 
つけて，個体毎に整理し，更に上述した起る状態の
右 110仰〉|7仰〉1
左 16 (11.3%); 33 (11.0%) 
分類型と対照してみると第7表のようになる。
即ち外頚動脈の前壁から生ずる 3枝相互の問並び 
計 26{18.2%)j 40(13叫 41(14.19る〉
関序はそ)1枝相互の聞ではその生ずる2に後壁からの 数字は側数を表わす。
慎序)1校の生じ方の5れぞれ一定であるから，上述の
を左右するのは両群の校の起始位置の相互関係で、あ
ると云い得る。後頭動脈が顔面動脈よりも近{立で生
じ， その上特に Iaのような共通幹が全然ない場
合には上甲状腺及び舌両動脈の起る位置.とも関連し 
関序は複雑となる。)1て枝の
また一般に顔面動脈が後頭動脈より還{立に生ずる
のが比較的多いかく足立氏〉叉は遠{立か岡高である
(上条氏〉とされているが，私どもの場合は同高の
ものは少く(14例 9.2%)両動脈のいず、れかが高位
な場合が同率(各 64側 44.5%)となっている。 
慎序と外頚)1なお外頚動脈の枝の生じ方及び生ずる
動脈が総頚動脈から分岐する高さとの問にはそれぞ
れ特殊な関係は認められない。
3) 校の起り方の異常。
的正常に外頚動脈から出る枝が他から出るA場
合。〈第 8，9表参照)
第 9表 総頚動脈の分岐部より出る動脈
鈴木一上原
!足 ム-'ム与ー
本iI左| 計
上甲状腺動脈 115113128(糊1]中〉lJ側ヰ1)
2舌 動 脈 I0 I2. I2(144側中〉|〈300側中〉 
2 
後頭動脈I: I : I問中)1.(醐側中コ
上行咽頭動脈 5 I 4 1 9く142f則中〉
く1)総頚動脈から生ずる場合。
上甲状腺動脈で 144側中 26側(同一個体で両側
同時にあらわれた 7対を含む〉見られたのみであ 
る。足立氏はかかる場合左右の頻度に明かな差異
を認めているが，私どもの場合有意差は認められな
~、。この動脈の内外両頚動脈に分岐する部分から出
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るものとしては上甲状腺，舌，後期及び上行咽頭各
動脈が見られ最後のもののみは分岐角から生ず・る。 
(2)内頚動脈から起る場合。
上行咽頭動脈のみで 142側中左のみ 2側に見られ
足立氏の 126側中 10側， Quain氏の 144側中 9側 
に比して遣に少なし、。
b)外頚動脈の枝で完全に欠けたもの。 
1例 (30才♀〉で両側の顔面動脈が欠け，舌動脈
が之主補っていた。 
c)外頚動脈から直接生ずる異常枚。(第 10表参
!停〉
第 10表 外鎖動脈の異常分枝
括孤内は正常に所属すべき動脈名である。
長この名称は仮称である。 
(1)文献の久保氏の記載より引用した。
正常の 9枝以外の枝で，顔面積，上咽頭，上行口 
蓋，茎乳突孔，前耳介，深耳介，顎下の各動脈及び、
耳下腺枝等がこれに算えられるが，これらはすべて
正常の 9枝のそれぞれから比較的はじめに生ずる枝
で，これから察するに，これらは正常の 9枝が外頚 
動脈から分れるに先き立って.生じたものとなすべき
であろう。 
なお副上甲状腺動脈 (A. thyreoida cranialis 
accessoria)及び顎下腺動脈 (A.glandulae sub-
mandibularis) C共に仮称〉が見られた。前者はよ
甲状腺動脈に次いで外頚動脈から起り甲状腺に分布 
するが，後者は外頚動脈が顎二腹筋の後腹と茎突舌
骨筋の内問IJを通過するとき生ずる。舌動脈とほぼ同
じ強さで下顎下縁に平行して走り顎下腺にスり 2分
しその 1枝は顔面動脈の 1枝と連絡する。
C.外頚動脈の顎ニ腹筋及び茎突舌骨筋に対する
位置の関係。(第 11表参照〉 
第 11表 外頚動脈の顎二腹筋及び茎突
舌骨筋に対する位置の関係 
| 琳一上原 l文 献
右 j左. I計 足立:iQ凶 in
布一判一州一判一叫一刑罰一判男 一生ヤ一巾一十一年一計五山市 

lll
一一  
-mIm
一 
3-
立国一一立川崎口一立一回口一一立一一一足。一夜陥|尚一見」森但||一足 一
計一2一 
1
一 
3
JJ
:一 
- m
献
盛岡副 配置翻一脈齢制おー 
謝 状 一 状 一 葦 動 一 爵 動 一 宮 動 一 孔 動 一 動 動 一 観 動 動 一 員 動畳間動一即鋼 品開一諮問一抑制 輪 端府四殉湖 側 明 一側一一師 側 研 叫 山 一 側 盟 山 一 一 

数字は側数を示す。
和ぶもの場合外頚動脈は一般に顎二腹筋後腹と茎
突舌骨筋の内側を走り， この両筋の聞を通る場合
は僅に 2.8% (141側中 4但1])にすぎなし、。そして 
Gruber氏は丙筋間を通る場合の 1例でその担1]の総
頚動脈の高位分i肢を報告しているが，私どもの例で
は分肢の高さは第 2権問軟骨 1問IJ，第 3~桂問軟骨 2
側，第4椎i間軟骨 1f則で，この通り方の異常と高位
分!肢との間に特殊な関係の存否tこついては俄に決め
難い。
またこの走行異常の際に於ける外頚動脈の枝分れ
は Ia2側， . JlIa，lIb各 1WJで， つまり 2側に於
いて舌顔面動脈幹の存在が証明されている。これは
足立氏の 3例中 2例に於て同じ動脈幹が見られたと
の報告に酷似してL、るようにも思われる。外頚動脈
が両筋の外側を走行する森田氏の報告があるが，私
どもの場合は全然見られなかった。
D. 外頚動脈'各技の走行異常白
この項に算うべき異常は相当多数に上るが，ここ
では最もしばしば注目された次の 2項目について記
すに止める。
1)顎動脈の外側翼突筋に対する位置の関係。(第
12表参照〉
頚動脈の外側翼突筋の外側を走る場合は 89.6%
(96_側中 86側〉で概ね藤田氏の報告と一致する。こ 
の筋の内側， 従て内側翼突筋との聞を通る 10側中 
左右対称に認められたものが3対ある。
2)弱L、顔面動脈とその補L、。(第 13，14表参照〉
一1
一
1二
1
一
1
一9
一 一
一・山一一一一 
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第 12表 顎動脈の外側翼突筋に対する
位置の関係
鈴木ー上原 
331 
第 13表 顔面対脈動の弱し、例
鈴木ー上原 文献
置2者致事〉5あ
顔面動脈完全欠損 
顔で面終のる枝なく関下動脈|目 
頬仰l部の顔に終面り動と脈下て両棉居わ士れ対る | 
口角部に終る 
下終震る動脈として下顎に 
下脈唇も途動脈中では弱消え・く上る唇動 
5 
2 
l' 2I11 
1 1 I 5 
7. I1 I
I1 
2 4 2 9上下両居留J脈で終る 
2 2眼角動脈のみ弱い 
1の による
全般的に発育の弱γもの 1 
弱ま長舗長日露は 111 
11 1 2 
21191 3151 .71 511計 
数字は側数を示す。
ここでは弘、」顔面動脈とはこの動脈の顔面に於
ける枝の薄弱乃至欠損を指す。 96側中 19側く19.8
%)で足立氏の報告と有意差は認められない。また
小川氏が胎児で男性より女性にやや多いとしている
が，私どもの場合も女性に多くその差は有意であ
る。最もしばしばなのは，上下両震動脹が存在する
が眼角動脈が薄弱乃至欠損する場合である。また顔 
III. 総司
暗躍拍盟

口角に終る 
暴露動脈としil 
下動脈震動も脈途弱中でく終上震る 
終土下両居動脈で;;-'1 
;.;:>1 
眼角動脈のみ弱し、 
全般的に発育弱い 
1 
I1 
1I1 
I3 2I5I1I1 
1 1 I 1 
I2 I I2 
I1 
計]2] 6]11 5J 5阿Z
数字は側数を示す。補う動脈は 1つの弱し、
顔面動脈について唯 1っとは限らなし、から
合計の数は必ずしも第 13表のそれとは一
致しなし、。
面動脈の両側的薄弱は稀れと云われるが(足立氏〉
私どもは眼角動脈欠損の際2例，、同動脈薄弱の際 1
例を見ている。
弱L、顔面動脈は一般に異常側の顔面横動脈及び反
'対的の顔面動脈の校により補われるとされている
が，私どもの場合は上下両庭動脈は正常なことが多
いので，反対側の顔面動脈の枝によらずに主に異常
偶1]の顔面横動脈，佼筋前枝(足立氏〉限高下動脈等
によってしお。ことに後者による場合は従来の記載
に反して 5例もあったが，たど頬動脈による補いは
全然見られなかった。
顔面動脈が両側とも欠損した例では両側とも舌動

脈がこれを補っていて，舌顔面動脈幹が甚しく長く

末梢で漸く分岐したとも考えられる特殊の場合であ

る。

弱し、顔面動脈の代償に 2つ以上の他の動脈が関与
する場合往々にしてそれらの相互間にも亦代償関係
が見られる。殴筋前枝又は眼潟下動脈の強い時顔面
横動脈の弱し、例も見られた。
括
私どもは昭和 23年乃至 28年度の学生の解剖学実習材料 77(合 61， ♀ 16)に於て外頚動脈
につレて調ぺ大要次のような結果を得た。 
1) 外頚動脈の総頚動脈からの分l肢は第 1椎間円板から第 5頚椎の高さで，平均は第 3椎間
円板の中央部よりやや上方である。性的及び側的に有意差は認められなし、。各個体で左右岡高
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が47.3%，右叉は左どちらかー側の高いものが，ほぼ同率に見ら.れた。 
2) 外頚動脈の各校は単独に，叉は共通幹で起る。単独の場合は上甲状腺動脈 98.6μ，舌動
脈 84.0%，顔面動脈 84.0弘後頭動脈 94.4%，耳介後動脈 91.7%，上行咽頭動脈 81.7弘胸鎖
乳突筋動脈 63.89-~で， 共通幹の場合は甲状腺舌動脈幹1.4%，舌顔面動脈幹 14.6%，後頭耳介
後動脈幹 5.6%，及び耳介後側頭動脈幹2.8%で、あった。 
3) 上述の各校中上行咽頭及び胸鎖手L突筋両動脈の起り方は甚だ不定且つ頗る多様であっ 
Tこ。
め この不定起始の 2枝を除く外頚動脈の 7校についてその起始を単独起始及び共通幹起始
を願慮して 12型に分けたが， 私どもの場合にはその中の 7つの型が見られた。その中すべて
の校が単独に生ずる場合が 76.4%で最も多く， 単独の上甲状腺， 後頭， 耳介後の 3動脈と舌
顔面動脈幹とからなる場合が之に次いでいる。 (19.9~~) 
5) 次に上述の不定起始の 2枝と終枝である顎，浅側頭両動脈を除いた残りの 5校について 
民序を調べてみると，上甲状腺，1外頚動脈から起る 舌， 顔面， 後頭， 慣が最も多く1耳介後の
(34.7%)闘で顔面と後頭との入り換えになった順が之に次いでいる。1で，この(44.5%)
6) 正常に外頚動脈の枝である動脈が往々にして内頚動脈，総頚動脈等から生じてしょた。ま
た外頚動脈からも正常の 9枝の外に顔面横，上喉頭，土行口蓋，茎乳突孔，前耳介，深耳介，
臨下，副上甲状腺(仮称);顎下腺(仮称)の各動脈及び耳下腺枝等を直接生じていた。 
7) 外頚動脈の顎二腹筋後腹と茎突舌骨筋との聞を走る場合は 2.8%見られたが， この 2筋
の外側を走るのは皆無で、あった。 
8) 外頚動脈の終枝の一つの顎動脈が外側翼突筋の内側を走る場合が 10.4μあった。 
9) 顔面動脈の両側とも欠けたのが 1例(両側)あった。叉この動脈の顔面に於ける枝が弱
いか部分的に欠けたものが 19.8%にみられた己その際には之を補充するのに同側の顔面横，
眼寵下，青，鼻背，後上歯槽各動脈，佼筋前枝の外に反対側の顔面動脈の参与することもあっ 
Tこ。
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